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精神障害を持つ 人 へ の対人援助
一 息者 一 着護師関係 の構築と発展 に焦点を当て て -
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精神障害を持 つ 人 へ の 実 際 の 看護援助 に於 い て 看護師は どの よう に関係を築き, 発展 さ せ援助を行 っ て い る の だ ろうか ｡
こ の よ うな観点 か ら患者 一 着護師関係 に関す る援助を明 らか に し, 看護実践 へ の 示唆を得る こ とを研究目的 とした｡
既存 の 研究 に つ い て メ タ 統合 の 手法を用 い て研究を行 っ た ｡ 医学文献デ ー タ ベ ー ス を用 い , 理 論的に 分析対象 とな る研究
を抽出 し, 対象とな っ た研 究に つ い て , 看護師 が どの よ うに 患者と関係を築き, 発展 させ , 援助 を行 っ て い る の か と い う観
点 か ら , 記述 さ れ て い る看護実践の 内容や看護師 の意図等 に つ い て 収集 し た｡ 最終的 に 3研究をメ タ統合の 対象と し た｡ 3
研究或い は 2研究 に於 い て実践され て い る共通の援助 に つ い て 取り出 し, 7 つ の カテ ゴ リ が得 られ た ｡ そ の カ テ ゴ リ と は,
1 . 患者 ･ 看護師ともに安心 ･ 安全感をも っ て 関 わ る こ と , 2 . 看護師自身の内省, 3 . 患者 を多面的 ･ 複 合的な存在と し
て捉える こと , 4 . 自 己肯定感の 増す機会 の 提供, 5 . 揺 る ぎない 見守り と支持, 6 . 意向 の 尊 重と具現化 7 . 自他の 相
違や多様性 へ の 気づ き と認 め る こと の 促しであ る｡
K E Y W O R D S: n u rs e-patie ntrelatio n ship, m e ntalilln es s
I . は じめ に
精神科看護にお い て は , 看護師の , 患者ある い は援助
の対象者と の 1対1 の 関係は , 治療的同盟の 形成を目的
と した主要でか つ 最も優先される べ き課題で あり1), そ
の 治療的同盟は 治療的な変容過程の 基礎をなす 2) と言
われ て い る ｡ 我が 国の精神科看護実践にお い て も, 看護
師は , ｢患者が 回復する力を持て るよう, 治療的な患者 一
着護師関係を展開させ る｣ ことを業務の 基準と して 求め
られ て い る 3)｡
そ れ で は , 実際 の精神科看護実践にお い て , 看護師は
患者と どの ように関係を築き, 発展させ て い る の だろう
か｡ 本研究で は, 看護師は , 精神障害を持 つ 人 と どの よ
うに関係 を構築し, 発展させ て い るかと い う こと に つ い
て, 既存 の精神障害者に対する看護援助に つ い て記述 し
た質的研究論文の メ タ統合を通 して 明らか にし, 精神科
看護実践 - の示唆を得る こ とを目的と した ｡
本研究における用語の 定義は以 下 の 通りとする｡ ｢精
神障害者｣ とは , 統合失調症患者とする ｡ 精神科医療施
設にお ける入院患者の うち, 統合失調患者が最多である
こ とか ら こ の ように定義した ｡
｢ 関係の構築｣ と は, 看護師が援助の ために関わりを
始める方法やありよう で ありt ｢ 関係の 発展｣ と は, 香
護師と の相互作用により, 患者自身が自身の 力で 変容す
るこ ととする ｡
Ⅱ. 方 法
1 . メタ統合の方法
メ タ統合 は先行研究等 4) 5) の 手法を参考に し, 以 下
の ような段階を経て行う ｡
1) 統合失調症患者と の患者 一 着護師関係の構築と発
展に関する実践知を含んだ既存の研究 (一 次研究) を選
定する ｡ 次に, 2) 各研究に記述された 内容に つ い て
,
看護師が ど の ように患者 と関係を築き, 発展させ て い
る の かと い う観点か ら分析 を行う o 最後に , 3) 分析結
果か ら得られ た知見を統合 し, さ らなる実践知を創出す
る ｡
2 . 対象とする既存研究の選定
研究質問にもとづき, メ タ統合の対象とする研究の抽
出条件を表1 に示したように設定 した｡ こ れ ら の 条件に
加え, 精神障害者 - の 看護援助の実践を含んで おり, か
つ 援助を行う際の看護師の認識や意BJ, そ して具体的な
援助の 内容が記述され て い るもの とする｡
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表1 メタ統合の 対象とする研究の 抽出条件
検索媒体
w eb版医学 中央雑誌(Vc r.3)
精神看護関連の 学術雑誌 の 閲覧
キ ー ワ ー ド
｢ 精神看護/精神科看護｣
｢ 精神障 害｣ ｢援助｣ ｢ 関係｣
発表年 1990年 - 2 003年
看護の 対象者 統合失調症
論文種類 原著
検索 およ び抽 出期間 2003年 - 2 00 4年 8月
3 . 分析および統合の方法
検索および選定の 結果, 統合 の対象とする既存の 一 次
研究論文に つ い て , 統合失調症を持 つ 人と の 関係を築く
援助 , 統合失調症を持 つ 人と の 関係を発展させる援助と
いう観点か ら分析を行う｡ まず, 抽出された研究を何度
も精読 ･ 比較する｡ 分析 の対象とする の は , 結果に示さ
れた記述に つ い て である｡ 次に, そ れぞれ の研究に つ い
て , 研究者が行 っ た看護実践に関して それに前後する看
護師と して の 認識, 意図お よび看護実践の 具体的内容を
取り出す｡ そ の 際, 研究者自身の解釈 を尊重し, カ テ ゴ
リ , サ ブ カテ ゴ リお よび結果と して記述された内容に関
して は, そ の ままの 記述を用 い る こととする ｡ さ らに ,
そ の 類似 ･ 共通点お よび相違点に つ い て 吟味する｡
そして , 精神障害を持 つ 人と の 関係の構築と発展に関
する援助と し て , 対象となる研究に含まれる , 共通ある
い は類似する看護援助を取り出し, 統合して カテ ゴ リを
析出する ｡ 統合 の 対象とする研究の 抽出から統合まで ,
複数の 精神看護学の研究者によ っ て 検討を重ね , 妥当性
の 確保に つ とめた ｡
Ⅲ . 結 果
1 . メ タ統合の対象とな っ た 一 次研究
医学中央雑誌によ る検索お よび 関連雑誌の 閲覧によ
り , 計485件の 研究が候補として挙が っ た｡ そ れ ら の研
究に閲覧した物も加え, 表1 の抽出基準を用 い て 選別を
行 っ た結果, 20件 の研究が抽出された｡ さ らに実際の 看
護援助が多く記述され て い ると いう観点から対象を絞 っ
た ｡ そ の結 泉 以下 の 3研究をメ タ統合の対象と した ｡
1 . ｢看護過程にお ける看護者 ･ 患者間で の 認識の 対立
と相互浸透に関する研究一着護者の不全感の 生成と軽減
の 過程の 分析を通 して - ｣7), 2 . ｢ 精神分裂病患者の
在宅生活促進の ため の看護職固有の機能に関する研究一
生括過程の 分析により帰納的に待た実践上の 指針を自己
の 看護実践に適用 して - ｣ 8), 3 . ｢慢性精神分裂病を
病む人の 自我発達を支援する看護援助の 構造｣ 9) の 3
研究である｡
表2 メ タ統合により析出されたカ テ ゴ リとそ のサ ブ
カテ ゴリ
カ テ ゴ リ サブ カテ ゴ リ カ テ ゴ リ
1 . 患 者 . 看護師と
もに 安心 . 安全感
をも つ て 関わる こ
と
1) 患者に と つ て自分 が 安心 で きる 存在か どう
か推察す る
2) 看護師自身が安心感 を持 つ て 患者と関 わ ろ
うとす る
3) 患者がありのまま の 自分を表現で き る援助
4) 患者が安定 した看護 師像 をもて る
5) 無理 しない で気長 に関わる
6) 患者の 行動 に 同伴す る
7) 患者の 投 げかけた開い に忌 博なく応答す る
2 . 看護師自身の 内 1) 自分の 関 わ りを振 り返 る
省 2) 自分の 非 を認め 反省 する
3 . 患 者を多面的 .
1) 患者の 症状や行動 の , 患者 に と つ て の 意味
を推し量 る
2) 患者の ライ フ ヒ ス トリ ー や経験 と現在の 様
相 を関連させ て考 える
複 合的な存在と し 3) 現在の 様相と患者 を取 り巻 く様 々 な要因 と
て捉 える こと を関連させ て 考 える
4) 言動や その 前後の 文脈 から､ 患者の 自耗や
自己に つ い て 推 し量 る
5) 相手の 立場 に立 つ て み る
4 . 自己肯定感を増
す機 会の 提供
1) 肯定感の 増す機会 の提供
2) 患者の もて る力や よ い 方向 - の 変化 へ の 着
目
5 . 揺る ぎな い 見守
りと支持
1) 患者が動 い て い る時 は 看護師の 安定を保 つ
2) 患者の 採れを止 め る の で は なく揺れた後 に
患者を受 けとめ る
3) 患者が傷 つ く こと の ない ように 揺れを見守
りながら前進す る
6 . 意向の 尊重と具
現 化
1) 患者が 自分の 意向 を持 ち､ 実現で きる 機会
の 提供
2) 患者の より どこ ろ の具現化
3) 患者の 意向の 表 出の保障
4) 患者の 意向や 生活の 尊重
7 . 自他の 相違や多 1) 自己とそうで ない もの を区別で きる授助
様性 - の 気づ き を 2) 自他の 相違や 両価制 を認 め る援 助
認める ことの 促 し 3) 看護師の 自己 開示 に よ る 異なる 視点の 提示
2. 分析および統合結果
統合の対象とな っ た 3研究或 い は2研究にお い て 実践
され て い る共通の援助 に つ い て 取り出し, そ の 内容 によ
り以下 の 7 つ の カ テ ゴ リが得られた ( 表2)｡
カ テ ゴ リ1 . ｢ 患者･ 看護師と もに安心 ･ 安全感を
も っ て 関わる こと｣ には , 患者 の視点から看護師自身が
安心で きる存在で あるか どうか考える , 患者がありの ま
まを表現で きると同時に話したくな い こ とは話さなくて
もよ い と いう保障を行う事な どが含まれ て い た占 また ,
患者 の安心や安全に加え
,
看護師自身が , 安心 ･ 安全感
をも っ て 関わると い う看護実践があ っ た ｡
カ テ ゴ リ 2. ｢ 看護師自身の 内省｣ には , 看護師と し
て の 関わりやそ の 原因を客観的に考察する , 自分の 関わ
りとそれが患者に及ぼ した影響を関連させ て 考える こ と
で振り返り, 看護師自身に非がある ことを認め る, 謝罪
するな どと い う援助が含まれて い た ｡
カ テ ゴ リ 3. ｢患者を多面的 ･ 複合的な存在と して 捉
える こと｣ は, 患者 の言動や希望を, そ れま で生きて き
た人生や経験
,
家族, 入院の環境な どの 様 々 な要因が 関
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達 して い る こ と を ふまえて捉える ことを含んで い る｡
カ テ ゴ リ 4. ｢ 自己肯定感の増す機会の 提供｣ は, 忠
者に対 し医師も同 じ人間で ある ことや患者と看護師とに
優劣がな い と伝える こ と, そ の他に , 症状の 悪化と同時
によ い 方向 へ の 変化に着目 し, 指示すると い う援助を含
んで い る ｡
カ テ ゴ リ 5. ｢ 揺るぎな い 見守りと支持｣ は , 患者 の
症状の 悪化時な どに, すぐに患者の 行動を制限するの で
は なく, 同時に起こ っ て い る よ い 変化にも目を向けて看
護の 方向性を決定する , 看護者自身が動揺 しな い で患者
とそ の動向を見守ると い う援助か ら成 っ て い る ｡
カ テ ゴ リ6 . ｢意向の尊重と具現化｣ は, 患者 の行動
範囲の拡大や患者の 作成した詩をワ ー プ ロ で打 っ て 提供
するな どと いう援助が含まれ る｡
カ テ ゴ リ7 . ｢ 自他の 相違や多様性 - の気づきと認め
る こと の促 し｣ は . 佃者と の 意向の 区別がで きる ことを
目的と して , 看護師が積極的に自分自身の 意向を明確に
言語と して患者に伝えて い くと いう援助などから成 っ て
い る｡
Ⅳ . 考 察
カ テ ゴ リ 1 の ｢ 患者･ 看護師と もに安心 ･ 安全感を
も っ て 関わる こと｣および 2 の｢看護師自身の 内省｣は,
看護師が自身をも対象とする看護援助である ｡ 1 につ い
て は自我境界が脆弱である精神障害をも つ 人と基本的信
頼関係を築くにあたり不可欠で ある ｡ 特に , 急性期にあ
る患者は , そ の 精神症状や 二 次的に惹起され る社会生活
における苦しみを体験して おり, こ の ような患者に対し
て は看護師は侵入的で あ っ て はなら な い ｡ 本研究で は,
患者 の みな らず, 患者に出会 い看護援助を開始した看護
師自身も患者との 相互作用により干渉されるある い は動
揺する , 戸惑うなどの , 一 種 の被侵入的な認識や混乱を
生 じて い る こ とが明らか となり, その解決の ため には看
護師自身が馴染むため の時間が必要で ある こと , さ らに
高橋氏の研究の ようにそうした感情や認識に焦点を当て
て洞察する ことが必要であると考えられる ｡ こ れ は , 多
く の精神科看護の 指南書が患者との 出会 い 時に , 専門家
と して 在る こ とを記述 して い るが10), 実際には看護師も
患者と同様に動揺し混乱して い ると いう い わば人と人と
して の 出会 い で ある｡ こ の 人 と人 と して の 出会 い に関し
て , Tr av elbe eは , ｢ 人間対人間の 関係は基本的に, 看護
婦とそ の 看護を受ける人と のあ い だ の , ひ と つ の体験あ
る い は 一 連の 体験で ある｣ と して , ｢ 看護婦と看護を受
ける人の 両者が , こ の 体験の結果の ニ ー ドを満たすと い
う点で , そ の 関係は重要か つ 有意で ある｣ と述 べ て い
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る11)｡ 患者と看護師が出会うとき, 看護師が何の動揺も
せず, 患者は弱 い 存在であると いう前提の みに立 っ て専
門職然と して い るとき, そ こ にはすで に力の 関係がある
と考えられる ｡ しか し, 患者に変容 をもたらすとする エ
ン パ ワ メ ン トが起こ るとき, 同時に看護師も エ ン パ ワ メ
ン トされ る12)｡ つ まり , 看護師も エ ン パ ワ メ ン トされる
ような パ ワ レ ス な 一 個人であ っ て もよ い の であり , 患者
と の 出会 い により, 看護師が 自分自身の 動揺や混乱を認
識したとき, カ テ ゴ リ2 の ように , 自身の 認識, 感情そ
して 患者 へ の言動な どを振り返る ことが患者一着護師関
係の 発展 へ の発動の 一 歩 である ｡ またそれ こそが エ ン パ
ワ メ ン トなど の患者の 変容をもた らす｡ 同時に看護師自
身も変容する｡ すなわち看護師が自身の 動揺や混乱に真
筆に目を向け, 取り組む こと こそが専門家として 必要と
される素養で あると考えられる ｡ こ れ を患者一着護師間
の相互作用と して 捉えると, 正木 ら の研究5 ) にも類似
の結果が報告され て い る ｡
カ テ ゴ リ 6 ｢ 意向の 尊重と具現化｣ お よ び7 ｢ 自他
の 相違や多様性 へ の 気 づきを認め る こ と の 促 し｣ は患
者の主体性の発揮と いう 一 現象の 二側面に関する援助で
ある｡ すなわち , カ テ ゴ リ6 はその 脆弱な自我により埋
没 して い た患者の 意向や主体性を浮き上が らせ ると い う
援助で あり, カ テ ゴ リ 7 は , そ の 際に必ず浮き彫りと な
る他者との相違や多様性に関して 行う援助である｡ こ れ
ら の こ とから, 患者一着護師関係を構築するため に看護
師自身が自身の 動揺に向き合 い 取り組むこ とが重要であ
り, 患者 の力を信 じ患者が安心して 一 人の個人と して 自
己表現を行 い意向を実現して い く こ とを支援することが
患者の変容をもた らす, すなわち患者 一 着護師関係の 発
展に つ ながる援助である ｡
Ⅴ . 研究の限界と今後の課題
本研究は, 既存 の研究による知見を競合した考察であ
り, 今後は実際の 看護実践か らの 知見を得て , 検証およ
び発展させ て い く必要がある ｡
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